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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  ２枚の位相差板のそれぞれについてレタデー
ションの温度依存性の最適化を行うことによって、特に
高温においてコントラストの低下を抑えることができる
液晶表示装置を提供する。
【解決手段】  液晶表示装置１はＳＴＮ型の液晶表示装
置であり、液晶セル２と偏光板３と上側位相差板４と下
側位相差板５と反射板６とを含み構成される。上側位相
差板４と下側位相差板５とは、温度によってレタデーシ
ョン値が変化する温度依存性を持ち、２枚で液晶のレタ
デーションの温度補償を行う位相差板であり、高温での
液晶表示装置１のコントラストを保つようにレタデーシ
ョンの温度依存性を互いに異ならせる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  電極を有する一対の基板間に液晶が挟持
されてなる液晶セルと、少なくとも１枚の偏光板と、前
記液晶セルの表面に下側位相差板、上側位相差板の順に
積層される２枚の位相差板とを備える液晶表示装置にお
いて、
前記上側位相差板および下側位相差板は、レタデーショ
ンの温度依存性をもち、２枚で液晶のレタデーションの
温度補償を行う位相差板であり、高温でのコントラスト
を保つように、上側位相差板および下側位相差板のレタ
デーションの温度依存性を互いに異ならせたことを特徴
とする液晶表示装置。
【請求項２】  前記上側位相差板と下側位相差板の各温
度におけるレタデーション値の和は、予め定める一定値
と液晶セルの各温度におけるレタデーション値との間の
値をとることを特徴とする請求項１記載の液晶表示装
置。
【請求項３】  前記液晶セルの２５℃でのレタデーショ
ン値に対して５０℃、６０℃、７０℃でのレタデーショ
ンの比率がそれぞれ、およそ０．９１、０．８５、０．
７８となる場合に、上側位相差板の２５℃でのレタデー
ション値に対する５０℃、６０℃、７０℃でのレタデー
ションの比率はそれぞれ、およそ０．９３、０．８７、
０．８２であり、下側位相差板の２５℃でのレタデーシ
ョン値に対する５０℃、６０℃、７０℃でのレタデーシ
ョンの比率はそれぞれ、およそ０．９４、０．８９、
０．８９であることを特徴とする請求項１または２記載
の液晶表示装置。
【請求項４】  前記液晶表示表示装置は、反射型または
半透過反射型液晶表示装置であることを特徴とする請求
項１～３のいずれか１つに記載の液晶表示装置。
【請求項５】  前記液晶表示装置は、ＳＴＮ（Super Tw
isted Nematic）型液晶表示装置であることを特徴とす
る請求項１～４のいずれか1つに記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、位相差板を利用し
た液晶表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】位相差板を利用した液晶表示装置では、
一般に液晶のレタデーション値は温度とともに変化し、
温度が高くなると小さくなる。一方、位相差板のレタデ
ーション値は、実用的な温度範囲では不変である。この
ため室温付近ではきれいな色相を呈していても、低温ま
たは高温では液晶と位相差板とのレタデーションのマッ
チングが悪くなり鮮やかな色が実現できないという問題
がある。このような問題に鑑み、特開平１０－３１９３
９０号公報および特開平８－２７８４０６号公報では、
液晶のレタデーションの温度補償を行う位相差板（位相
差フィルム）を使用する液晶表示装置が開示されてい
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る。これらの公報では、レタデーション値が温度の上昇
とともに小さくなるような温度特性を持つ位相差板を用
いることによって、液晶のレタデーション値が低下する
高温においても充分な表示特性が得られるとしている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、レタデ
ーションの温度依存性を持つ位相差板を１枚で使用する
液晶表示装置では、完全に液晶のレタデーションの温度
補償を行うことは難しい。このため、複数枚の位相差板
を使用する方法が考えられる。しかしながら、特開平１
０－３１９３９０号公報および特開平８－２７８４０６
号公報では、組み合わされる位相差板については示され
ていない。
【０００４】本発明の目的は、２枚の位相差板のそれぞ
れについてレタデーションの温度依存性の最適化を行う
ことによって、特に高温においてコントラストの低下を
抑えることができる液晶表示装置を提供することであ
る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明は、電極を有する
一対の基板間に液晶が挟持されてなる液晶セルと、少な
くとも１枚の偏光板と、前記液晶セルの表面に下側位相
差板、上側位相差板の順に積層される２枚の位相差板と
を備えた液晶表示装置において、前記上側位相差板およ
び下側位相差板は、レタデーションの温度依存性をも
ち、２枚で液晶のレタデーションの温度補償を行う位相
差板であり、高温でのコントラストを保つように、上側
位相差板および下側位相差板のレタデーションの温度依
存性を互いに異ならせたことを特徴とする液晶表示装置
である。
【０００６】本発明に従えば、温度変化による液晶のレ
タデーションの変化を補償するように、レタデーション
の温度依存性を互いに異ならせた上側位相差板と下側位
相差板の組み合わせることで、高温での液晶表示装置の
コントラストを保つことができる。
【０００７】また本発明は、前記上側位相差板と下側位
相差板の各温度におけるレタデーション値の和は、予め
定める一定値と液晶セルの各温度におけるレタデーショ
ン値との間の値をとることを特徴とする。
【０００８】本発明に従えば、前記上側位相差板と下側
位相差板の各温度におけるレタデーション値の和が、予
め定める一定値、たとえば室温での初期設定値と、液晶
セルの各温度におけるレタデーションとの間の値をとる
ことによって、高温での液晶表示装置のコントラストを
保つことを可能である。
【０００９】また本発明は、前記液晶セルの２５℃での
レタデーション値に対して５０℃、６０℃、７０℃での
レタデーションの比率がそれぞれ、およそ０．９１、
０．８５、０．７８となる場合に、上側位相差板の２５
℃でのレタデーション値に対する５０℃、６０℃、７０
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℃でのレタデーションの比率はそれぞれ、およそ０．９
３、０．８７、０．８２であり、下側位相差板の２５℃
でのレタデーション値に対する５０℃、６０℃、７０℃
でのレタデーションの比率はそれぞれ、およそ０．９
４、０．８９、０．８９であることを特徴とする。
【００１０】本発明に従えば、上記したように上側およ
び下側位相差板のレタデーション値を設定することによ
って、各温度での液晶表示装置のコントラストを保つこ
とが可能である。
【００１１】また本発明で、前記液晶表示表示装置は、
反射型または半透過反射型液晶表示装置であることを特
徴とする。
【００１２】反射型または半透過反射型液晶表示装置に
おいて、表示を好適に行うことができ、また、高温にお
いてもコントラストを保つことができる。
【００１３】また本発明は、前記液晶表示装置は、ＳＴ
Ｎ（Super Twisted Nematic）型液晶表示装置であるこ
とを特徴とする。
【００１４】本発明に従えば、ＳＴＮ型液晶表示装置に
おいて、表示を好適に行うことができ、また、高温にお
いてもコントラストを保つことができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】図１は、本発明の実施の一形態の
液晶表示装置１の概略的な構成を示す断面図である。液
晶表示装置１は、液晶に印加する電圧を制御することに
よって液晶のレタデーションを変化させて表示を行うＳ
ＴＮ型液晶表示装置であり、液晶セル２と偏光板３，６
と上側位相差板４と下側位相差板５とを少なくとも含み
構成される。液晶セル２は、液晶層７側に電極が形成さ
れる２枚の基板が対向して配置され、これら基板８，９
の間に液晶層７が挟持されて構成される。液晶層７は、
複屈折効果が得られるＳＴＮ型液晶である。液晶表示装*
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*置１は、偏光板３、上側位相差板４、下側位相差板５、
液晶セル２、偏光板６がこの順に積層され構成される。
偏光板３側が、液晶表示装置の表示面となり、偏光板６
側が液晶表示装置１の背面となる。
【００１６】液晶表示装置１を反射型液晶表示装置とす
ると、偏光板６の背面側に反射板が設けられ、入射した
光はこの反射板で反射されて表示を行う。
【００１７】また、液晶表示装置１を透過型液晶表示装
置と反射型液晶表示装置とを兼ね備えた半透過型液晶表
示装置とすると、半透過反射板の背面に光源を設けて、
外光がある程度ある場合には入射する光の反射光を用い
て表示を行い、外光がない場合には、光源からの光を利
用することによって表示を行うことができる。
【００１８】上側位相差板４および下側位相差板５は液
晶セル２の一表面１０に下側位相差板５、上側位相差板
４の順に積層される。上側位相差板４と下側位相差板５
とは、温度によってレタデーションが変化する温度依存
性の位相差板であり、これによって液晶のレタデーショ
ンの温度補償を行う。また、上側位相差板４と下側位相
差板５とは、レタデーションの温度依存性はそれぞれ異
なる。ここで、位相差板のレタデーション値とは、位相
差板の屈折率異方性と位相差板の厚みとの積である。
【００１９】次に、本実施形態の上側位相差板４および
下側位相差板５のレタデーション値を決定方法を説明す
る。まず、前記液晶表示装置１に用いる液晶層７におい
て、２５℃、５０℃、６０℃、７０℃における液晶層７
のレタデーション（Ｒｅ）値を波長５８９ｎｍで実測し
たところ、表１に示す結果となった。液晶層７のレタデ
ーション値（Ｒｅ）は、液晶の屈折率異方性（Δｎ１）
と液晶層の厚み（ｄ１）との積であり、式（１）で表さ
れる。

      Ｒｅ＝Δｎ１×ｄ１                                      …（１）
【００２０】表１は、液晶層７の各温度でのレタデーシ
ョン値と、２５℃でのレタデーション値を１として各温
度の２５℃のレタデーション値に対する比率を示してい
る。また、表１の結果をグラフにしたものを図２に示

す。
【００２１】
【表１】

【００２２】表１から、液晶層７のレタデーション値
は、温度が上昇すると小さくなることがわかる。なお、
今回は、基板８，９にリタデーションを持たないガラス
を用いているので、液晶層７のレタデーション値は液晶
セル２のレタデーション値と同じである。基板がレタデ
ーションを持つ場合は、その影響を考慮する必要があ
る。

【００２３】次に、この液晶層７のレタデーション値の
温度依存性をもとに、上側位相差板４と下側位相差板５
について７０℃で反射表示時のコントラストが最大とな
るレタデーション値の最適値をシュミレーション値によ
りそれぞれ見積もった。その結果を表２に示す。表２
は、２５℃および７０℃での上側位相差板４および下側
位相差板５のレタデーション値と、２５℃でのレタデー
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ション値を１としたときの、７０℃での上側位相差板４
および下側位相差板５のレタデーションの比率を示して
いる。 *
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*【００２４】
【表２】

【００２５】表２から、７０℃でのコントラストを最大
にした場合には、上側位相差板４と下側位相差板５とで
レタデーション値の温度変化が異なることがわかる。つ
まり、温度が上昇すると上側位相差板４の方が、下側位
相差板５よりもレタデーション値の変化率を大きくする
必要がある。
【００２６】比較のために、以下の条件（１）～条件
（５）の上側位相差板４および下側位相差板５を用い
て、反射表示時のコントラスト（以下、コントラストと*

*は反射表示時の結果を示す）のシミュレーションを行っ
た。
【００２７】条件（１）を表３に示す。条件（１）で
は、上側位相差板４のレタデーションの変化および下側
位相差板５のレタデーションの変化についてそれぞれ最
適化を行った。
【００２８】
【表３】

【００２９】条件（２）を表４に示す。条件（２）で
は、上側位相差板４は前記条件（１）と同様にし、下側
位相差板５のレタデーションの変化率を上側位相差板４*

*のレタデーションの変化率と同じとした。
【００３０】
【表４】

【００３１】条件（３）を表５に示す。条件（３）で
は、下側位相差板５は前記条件（１）と同様にし、上側
位相差板４のレタデーションの変化率を下側位相差板５

のレタデーションの変化率と同じとした。
【００３２】
【表５】

【００３３】条件（４）を表６に示す。条件（４）で
は、上側位相差板４および下側位相差板５は、前記条件
（１）の上側位相差板４および下側位相差板５のレタデ

ーションの変化率の平均値とした。
【００３４】
【表６】



(5) 特開２００２－１４８６０２

10

20

30

7

【００３５】条件（５）を表６に示す。条件（５）で
は、上側位相差板４および下側位相差板５にレタデーシ
ョンの温度変化のない位相差板を用いた。 *
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*【００３６】
【表７】

【００３７】前記条件（１）～条件（５）に示した上側
位相差板４および下側位相差板５を用いて行った、コン
トラストのシミュレーション結果を表８に示す。
【００３８】
【表８】

【００３９】次に、レタデーションの温度変化のないポ
リカーボネート（ＰＣ）の分子構造から成る位相差板を
用い、この位相差板を温度が２５℃の場合と７０℃の場
合において前記条件（１）～（５）の上側位相差板４お
よび下側位相差板５のレタデーション値となるようにレ
タデーション値を合わせ、２５℃および７０℃でのコン
トラスト評価を実測した。その結果を表９に示す。
【００４０】
【表９】

【００４１】条件（２）、条件（３）、および条件
（４）は、レタデーションの温度変化のない位相差板を
用いたとき（条件（５））のコントラストと比較すれば
コントラストは上昇している。また、条件（１）のよう
に上側位相差板４および下側位相差板５について最適化
をそれぞれ行うことによって、さらにコントラストの上
昇が図られていることがわかる。
【００４２】次に、２５℃、５０℃、６０℃、７０℃の
各温度で、上側位相差板４および下側位相差板５のレタ
デーションの最適値をシュミレーションにより見積もっ
た。その結果を表１０に示す。表１０には、各温度でコ
ントラストが最大になるときの上側位相差板４と下側位
相差板５のレタデーション値と、２５℃の上側位相差板
４および下側位相差板５のレタデーション値を１とした
ときの各温度における上側位相差板４および下側位相差
板５のレタデーションの比率を示している。また、表１
０に示す結果をグラフにしたものを図３および図４に示
す。図３は各温度に最適な上側位相差板４のレタデーシ
ョンの温度依存性を示すグラフであり、図４は各温度に
最適な下側位相差板５のレタデーションの温度依存性を
示すグラフである。
【００４３】
【表１０】
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【００４４】これに対して表２で示した２５℃および７
０℃でレタデーションの最適値から、この温度範囲でレ
タデーション値の温度変化を直線的に変化させる上側位
相差板４および下側位相差板５の各温度のレタデーショ
ン値を表１１に示す。表１１には、２５℃から７０℃ま
でのレタデーション値を直線的に変化させた上側位相差*
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*板４と下側位相差板５と、２５℃のレタデーション値を
１としたときの各温度における上側位相差板４および下
側位相差板５のレタデーションの比率を示している。
【００４５】
【表１１】

【００４６】表１０を条件（６）とし、表１１を条件
（７）として、各温度での各位相差板レタデーション値
を持つときのコントラストのシュミレーション結果を表
１２に示す。また、条件（６）の上側位相差板４および
下側位相差板５を用いた液晶表示装置１と温度によって*

*レタデーション値が変化しない位相差板を用いた液晶表
示装置のコントラストを比較したグラフを図５に示す。
【００４７】
【表１２】

【００４８】次に、レタデーションの温度変化のないポ
リカーボネート（ＰＣ）の分子構造から成る位相差板を
用い、この位相差板を温度が各温度において前記条件
（６）および条件（７）の上側位相差板４および下側位
相差板５のレタデーション値となるようにレタデーショ

ン値を各温度についてそれぞれ合わせ、２５℃、５０
℃、６０℃、７０℃でのコントラスト評価を実測した。
その結果を表１３に示す。
【００４９】
【表１３】

【００５０】以上の結果から、液晶セルの２５℃でのレ
タデーション値に対して５０℃、６０℃、７０℃でのレ
タデーションの比率がそれぞれ、およそ０．９１、０．

８５、０．７８となる場合に、上側位相差板４の２５℃
でのレタデーション値に対する５０℃、６０℃、７０℃
でのレタデーションの比率はそれぞれ、およそ０．９
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３、０．８７、０．８２であり、下側位相差板５の２５
℃でのレタデーション値に対する５０℃、６０℃、７０
℃でのレタデーションの比率はそれぞれ、およそ０．９
４、０．８９、０．８９に示すような位相差板レタデー
ションの温度変化を持つ位相差板を用いることによっ
て、条件（７）で示すようなレタデーションの温度変化
が直線的である上側位相差板４および下側位相差板５を
用いたときと比較して、さらに各温度でのコントラスト
を上昇させる効果を持つ。
【００５１】また、図６は、条件（６）の各温度におけ
る上側位相差板４および下側位相差板５のレタデーショ
ン値の和と、液晶のレタデーション値とを示すグラフで
ある。各温度における上側位相差板４および下側位相差
板５が最適なレタデーション値となるときの両者のレタ
デーション値の和は、図６の破線で表される。また、両
者が最適な値でなくても、上側位相差板４および下側位
相差板５のレタデーションの和が、液晶セルのレタデー
ション値と予め定める一定値、本実施形態では２５℃の
ときの位相差板のレタデーション値の和、との間の値
（図６の斜線部分）となるような温度依存性を持つ位相
差板を用いることによって、高温においてもコントラス
トを保つことができる。
【００５２】また、本実施形態の液晶表示装置１では、
偏光板の背面側に反射板または半透過反射板が設けられ
るが、図７に示すように液晶層７と基板９との間に反射
または半透過反射板１１を設ける構成としてもよい。ま
た、液晶表示装置１は、カラー表示を行ってもよく、モ
ノクロ表示を行ってもよい。
【００５３】
【発明の効果】本発明によれば、温度変化による液晶の
レタデーションの変化を補償するように、レタデーショ
ンの温度依存性を互いに異ならせた上側位相差板と下側
位相差板の組み合わせることで、高温での液晶表示装置
のコントラストを保つことができる。
【００５４】また本発明によれば、前記上側位相差板と
下側位相差板の各温度におけるレタデーション値の和
が、予め定める一定値、たとえば室温での初期設定値 *

12
*と、液晶セルの各温度におけるレタデーションとの間の
値をとることによって、高温での液晶表示装置のコント
ラストを保つことを可能である。
【００５５】また本発明によれば、上記したように上側
および下側位相差板のレタデーション値を設定すること
によって、各温度での液晶表示装置のコントラストを保
つことが可能である。
【００５６】また本発明によれば、反射型および半透過
反射型液晶表示装置において、高温でのコントラストを
保つことができる。
【００５７】また本発明によれば、ＳＴＮ型液晶表示装
置において、表示を好適に行うことができ、また、高温
においてもコントラストを保つことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の一形態である液晶表示装置１の
構成を示す概略断面図である。
【図２】図１の液晶表示装置１における液晶セル２のレ
タデーションの温度変化を示すグラフである。
【図３】各温度における上側位相差板４のレタデーショ
ン値の最適値を示すグラフである。
【図４】各温度における下側位相差板５のレタデーショ
ン値の最適値を示すグラフである。。
【図５】本発明の液晶表示装置１と従来の液晶表示装置
のコントラストの温度変化を比較したグラフである。
【図６】各温度における上側および下側位相差板のレタ
デーション値の和と、液晶のレタデーション値とを示す
グラフである。
【図７】本発明の液晶表示装置の他の構成を示す概略断
面図である。
【符号の説明】
１  液晶表示装置
２  液晶セル
３，６  偏光板
４  上側位相差板
５  下側位相差板
８，９  基板

【図１】 【図３】
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